
 ダメな人なんていない！  

 『ひびわれ壺』というインドの寓話をご存じでしょうか。様々なところで紹介され

ているので、知る方もいらっしゃるかもしれませんが、そうであってもお子さんと一

緒に読んでみてください。 

 

インドのある水汲み人足（人夫）は、２つの

壺を持っていました。天秤棒の両端にそれぞれ

の壺を下げ、肩にかけて、ご主人様のために毎

日水を運んでいました。 

その壺の一つにはひび割れがありました。も

う片方の完璧な壺が、小川からご主人様の家ま

で一滴の水もこぼさないのに、ひび割れ壺は人 

足が水をいっぱいに入れてくれても、ご主人様

の家に着くころには半分になってしまうのでし

た。 

 完璧な壺は、いつも自分を誇りに思っていま

した。なぜなら、彼は自分の役目を十分に果た

していると満足していたからです。逆に、ひび

割れ壺はいつも自分を恥じていました。なぜな

ら、自分の目的を半分しか達成することができ

ず、惨めな気持ちになるからでした。 

 2 年がたち、すっかり元気をなくしていたひ

び割れ壺は、ある日、川のほとりで水汲み人足

に言いました。 

「私は自分が恥ずかしいのです。そして、あな

たにすまないと思っています。」 

「なぜそんな風に思うのか？」 

 水汲み人足は尋ねました。 

「何を恥じているのだぃ？」 

「この 2年間、私はこのひびのせいで、あなた

のご主人の家まで水を半分しか運ぶことがで

きませんでした。水が漏れてしまうから、あ

なたがどんなに努力しても、その努力が報わ

れず、半分しか役に立っていません。それが

辛いのです。」 

と、壺は言いました。 

 水汲み人足は、ひび割れ壺を気の毒に思い、

そしてこう言いました。 

「これからご主人様の家に帰る途中、道端に咲

いているきれいな花をよく見てごらん。」 

 天秤棒にぶら下げられて丘を登っていくとき

ひび割れ壺は毎日通る道端に、お日様に照らさ

れながら美しく咲き誇る花があることに気づき

ました。 

 花は美しく、壺は少しだけ元気になったよう

な気がしましたが、ご主人様の家に着くころに

は、また水を半分漏らしてしまった自分を恥じ

て、人足に謝りました。 

「ごめんなさい。やっぱり私は役に立たない壺

です。ごめんなさい。」 

 すると、水汲み人足は言ったのです。 

「気がつかなかったのかぃ？花は君の側にしか

咲いていなかっただろう？僕は君から落ちる

水に気づいて、君が通る側に花の種を蒔いて

おいたんだ。そして、君は毎日、僕が小川か

ら帰る途中、水を撒いてくれた。この 2年

間、僕は毎日その花を切り、ご主人様の食卓

に飾ることを欠かしたことがない。君のおか

げで、ご主人様はこのきれいな花を眺めなが

ら食事を楽しむことができるんだよ。」 

    菅原裕子訳「ひび割れ壺」ほか参考 
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 完璧な壺のように、効率よく目的を達成することができる人もいれば、その半分しか達成でき

ない人もいます。でも、知らず知らずのうちに、数値化できない「花」という功績を残している

かもしれません。 

 例えばサッカーチームだって、点取り屋ばかりでは成り立ちません。パッサーも必要ですし、

ディフェンスやゴールキーパーだって重要です。さらにはケガなどに備えていつでも対応できる

控え選手、対戦相手を分析する人、ケガなどをしないように入念にグランド整備を行う人など、

あちらこちらに「花」は咲いているのではないでしょうか。 

 配慮を要する子供たちや大人もいます。他人と比べたらできないこと、うまくいかないことも

あるでしょう。しかし、目を向けるべきはそこではないように思います。子供も大人も、「その

人がその人らしくいられること」が第一だと考えます。「ひびわれ壺」だからこそ輝けるものを

引き出した水汲み人足のように、それぞれの人が持つ一見気づきにくい「花」を見つけられる教

職員、保護者でありたいと願います。 

 子供たちには、４月からの軌跡の中に「自分の良さ」「咲かせた花」「自分らしさ」を発見

し、３月まで、さらにその先の道程を思い描きながら、次の一歩をどう踏み出すか考えてほしい

と思います。そういう時期に突入です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体
力
・運
動
能
力
全
般
を
鍛
え
る
た
め
に 

二
月
十
九
日
か
ら
月
末
ま
で
「
縄
跳
び
週
間
」
で
す
。
体
育
の
授 

業
の
始
ま
り
５
分
間
や
休
み
時
間
に
、
長
縄
・
短
縄
の
練
習
に
取
り 

組
み
ま
す
。
運
動
の
習
慣
化
や
心
肺
機
能
の
向
上
、
一
つ
の
こ
と
に 

向
か
っ
て
頑
張
る
団
結
力
、
そ
し
て
寒
さ
に
負
け
な
い
健
康
な
心
身 

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
縄
跳
び
は
、
子
供
の
ス
タ
ミ
ナ
だ
け
で
な
く
運
動
能
力

全
般
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
運
動
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。 

あ
る
研
究
結
果
か
ら
小
学
校
高
学
年
男
子
の
「
50
ｍ
走
」
と
「
立
ち
幅
跳
び
」
に
お
け
る
相

関
関
係
が
見
て
と
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、「
立
ち
幅
跳
び
が
遠
く
ま
で
跳
べ
る
（
ジ
ャ
ン
プ
力
の

あ
る
）
子
」
は
「
速
く
走
れ
る
子
」
と
言
え
る
わ
け
で
す
。 

こ
の
ジ
ャ
ン
プ
力
を
強
化
す
る
に
は
、
身
体
の
バ
ネ
を
鍛
え
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
そ
の
ジ

ャ
ン
プ
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
足
首
や
膝
を
曲
げ
ず
に
跳
び
、
地
面
に
着
地
し
た
ら
す
ぐ
弾

む
と
い
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
と
よ
い
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
縄
跳
び
運
動
に
通
じ
ま
す
。 

縄
跳
び
運
動
を
業
間
休
み
に
取
り
組
ん
だ
あ
る
学
校
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
見
る
と
、

５
年
生
で
は
上
体
起
こ
し
や
長
座
体
前
屈
と
い
っ
た
「
体
幹
筋
」
へ
の
効
果
が
顕
著
で
し
た
。

６
年
生
で
は
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
（
心
肺
機
能
）
や
反
復
横
跳
び
（
敏
捷
性
）
の
ほ
か
、
立
ち
幅
跳

び
や
50
ｍ
走
で
も
伸
び
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
縄
跳
び
運
動
に
期
待
さ
れ
る
効
果
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

（
一
）
よ
い
姿
勢
づ
く
り
…
跳
ぶ
時
に
お
腹
を
キ
ュ
ッ
と
引
き
締
め
る
こ
と
で
体
幹
筋
が 

鍛
え
ら
れ
る
。 

（
二
）
骨
密
度
の
強
化
…
繰
り
返
さ
れ
る
骨
へ
の
衝
撃
で
、
自
然
と
骨
密
度
が
高
ま
る
。 

（
三
） 

敏
捷
性
の
向
上
…
素
早
い
動
き
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
機
敏
さ
や
す
ば
し
っ
こ
が 

向
上
す
る
。 

学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
も
一
年
間
を
通
し
て
実
践
す
る
と
ど
ん
な
効
果
が
表
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
。
続
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

１ たんぽぽ学級の先生が、２月１８日から産前休暇(赤ちゃんを産む

準備のための休み)に入ります。保護者の皆様や子供たちにご理解・

ご協力いただいたことに感謝いたします。 

２ 来年度入学の保護者を対象とした「入学説明会」は８日(木)に行い

ます。ＨＰ「おしらせ」＞「新 1年生の皆さんへ」にあります。 


